
サービスを選択するためのパフォーマンス

メトリックの設定

パフォーマンスマネージャ（PFM）はプラットフォームに依存しないサブコンポーネントであ
り、サービスの起点と候補とする各データセンターの間で得られたパフォーマンスデータ（遅

延、ジッター、および到達可能性）を提供します。

• パフォーマンスマネージャの前提条件, 1 ページ

• パフォーマンスマネージャの制限事項, 1 ページ

• パフォーマンスマネージャに関する情報, 2 ページ

• パフォーマンスマネージャの設定方法, 5 ページ

パフォーマンスマネージャの前提条件
PFMを正しく実装して使用できるようにするには、次の条件が必要です。

•目的の PEデバイスで eXtensible Messaging and Presence Protocol（XMPP）がサポートされて
いること。

• Web Services Management Agent（WSMA）からパフォーマンスルーティング（PfR）情報に
アクセスできること。 Cisco CRSルータでは PfRをサポートしていないので、CE上または
マスターコントローラ（MC）として機能しているCiscoASR1000ルータ上で、該当のCisco
CSRルータに隣接して PfRが動作するように設定する必要があります。

パフォーマンスマネージャの制限事項
パフォーマンスマネージャ（PFM）は、NPS配置でプレフィックスマップおよびアクティブプ
ローブを使用して設定する必要があります。このようなアクティブプローブはジッタープロー

ブとエコープローブに制限されています。エコープローブの場合、PFMは損失統計情報を受け
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取りません。ジッタープローブの場合、DCEPEを IP SLAレスポンダとして設定する必要があり
ます。

パフォーマンスマネージャに関する情報
パフォーマンスサブシステム（PFS）はNetwork Positioning System（NPS）のコンポーネントであ
り、データセンターのパフォーマンスデータを評価して、サービス解決エンジン（SRE）にデー
タセンターのランキングを提示します。 PFSでは次のようなパフォーマンスデータを評価しま
す。

•遅延：一定期間内のエンドツーエンドのパケット遅延

•損失：宛先へのパケット損失に関する統計情報

•到達可能性：到達不能な宛先に送信されたパケットに関する統計情報

PFSではパフォーマンスルーティング（PfR）を使用してこのデータを取得します。PFSは、SRE
から受信した要求を解析し、その要求を満たすデータを PfRから導き出します。

図 1：パフォーマンスサブシステム

PFSには次の 2つの主要コンポーネントがあります。

•パフォーマンスマネージャ（PFM）：プラットフォームに依存しないサブコンポーネントで
あり、サービスの起点と候補とする各データセンターの間で得られたパフォーマンスデータ
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（遅延、ジッター、および到達可能性）を提供します。 PFMは CE-Facing PEルータと
DCE-Facing PEルータの両方で動作します。

•パフォーマンスアダプタ（PFA）：パフォーマンスデータプロバイダー（PDP）から PFM
のパフォーマンスデータを取得するプラットフォーム依存サービス。PDPは、パフォーマン
スサブシステムの外部に存在するプラットフォーム依存のアダプタです。 PFAおよび PDP
は CE-Facing PEルータでのみ動作します。

eXtensible Messaging and Presence Protocol クライアントの登録
さまざまな PEデバイス上に存在する各 PFMピアは、eXtensible Messaging and Presence Protocol
（XMPP）を使用して相互に通信します。 XMPPは要求応答メカニズムを使用します。したがっ
て、ピアどうしの接続を確立するには、それらのピアを XMPPサーバで認識できることが必要で
す（つまり、各ピアに Jabber ID（JID）が必要です）。

ピアの通知では次の情報を指定します。

•ホスト名：PEデバイスのホスト名または IPアドレス。

• PFMID：PFMエンティティの ID。

• PEのタイプ：CEデバイスまたはDCEデバイス。ローカルCEテーブルで設定したデバイス
は、PEデバイスに対向する CEデバイスであることが必要です。

• Jabber ID：XMPPクライアントの ID。
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パフォーマンスマネージャのメッセージ処理

SREは、Cisco NPSのメッセージフローを開始します。このメッセージフローは、パフォーマン
スサブシステム（PFMと PFA）および PDPによって順番に処理されます。

図 2：PFM メッセージフロー

PFMプロセスは、10秒ごとに PFAからパフォーマンスデータを取得してキャッシュに保存しま
す。各 PFMエンティティは、キャッシュにあるテーブルを最新のデータソースとして共有しま
す。
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パフォーマンスマネージャの設定方法

DC-Facing PE でのパフォーマンスマネージャの設定
DC-Faicng PE上のパフォーマンスサブシステム（PFS）では PFMのみを実行します。これは、
受信したすべての要求を CE-Facing PEに送信し、そこで処理できるようにします。 DC-Faicng PE
上の PFMは、次の処理を実行します。

• SREから要求を受信する。

•対応する CE-Facing PEを特定し、その PEから eXtensible Messaging and Presence Protocol
（XMPP）を使用してパフォーマンスデータを受け取る。

•最終的なパフォーマンスデータを SREに送信する。

すべての DC-Faicng PEに対して PFMを設定します。

手順の概要

1. xmpp server type pfm hostname
2. pfm local-host ip-address
3. pfm dce-facing

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

PFMに XMPPサーバの名前を指定します。xmpp server type pfm hostname

例：
xmpp server type pfm ccnsr.com

ステップ 1   

いずれかのDCに到達するための IPアドレスを任意に
指定します。この値を使用して、XMPP通信で使用す
る Jabber IDが生成されます。

pfm local-host ip-address

例：
(config)# pfm local-host 10.4.1.1

ステップ 2   

DCE-Facing PEで実行するパフォーマンスマネージャ
をイネーブルにします。

pfm dce-facing

例：
(config)# pfm dce-facing

ステップ 3   

次の作業

すべての CE-Facing PEを設定します。

Cisco Network Positioning System Cisco ASR 1000 ルータリリース 1.0 コンフィギュレーションガイド
   OL-25794-01-J 5

サービスを選択するためのパフォーマンスメトリックの設定

パフォーマンスマネージャの設定方法



CE-Facing PE でのパフォーマンスマネージャの設定
CE-Facing PE上のパフォーマンスサブシステム（PFS）は、パフォーマンスマネージャ（PFM）
とパフォーマンスアダプタの両方を実行します。これは次の処理を実行します。

• eXtensible Messaging and Presence Protocol（XMPP）を使用してリモートの PFMから要求を受
信する。

• PFA APIを使用して、CEデバイスが PDPからパフォーマンスデータを取得できるようにす
る。

• PFAを使用して、CEデバイスのデータをフィルタリングおよびフォーマットする。

すべての CE-Faicng PEで PFMを設定します。

DC-Facing PE上で CE-Facing PFMを設定することもできます。このシナリオでは、すべての
DC-Faicng PEルータで CE-Facing PEと DC-Faicng PEの両方を設定します。したがって、どの
CE-Facing PEルータでも PFMは設定されません。

（注）

手順の概要

1. xmpp server type pfm hostname
2. pfm local-host ip-address
3. ce-table name
4. ce-address ipv4 ip-address pfr-mc
5. exit
6. pfm ce-facing
7. entity number
8. ce-table name
9. pfr-mc {enable | disable}
10. wsma agent
11. host ip-address username user password pass
12. do show pfm entity-number

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

PFMに XMPPサーバの名前を指定します。xmpp server type pfm hostname

例：
switch(config)# xmpp server type
pfm ccnsr.com

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

外部からこの PFMに到達するために使用する IPアドレスを指定
します。この PEがMC対応である場合、この IPアドレスは、こ

pfm local-host ip-address

例：
switch(config)# pfm local-host
10.1.0.2

ステップ 2   

の PE上のWSMAサーバの有効な IPアドレスであることが必要
です。この PEがMC対応でない場合は、DCE-Facing PEがXMPP
を通じてこの PEと通信できるように、SREの要求で指定されて
いる PEアドレスと同じローカルホストを指定する必要がありま
す。

PE上に新しいローカル CEテーブルを作成し、CEテーブルコン
フィギュレーションモードを開始します。パフォーマンスルー

ce-table name

例：
switch(config)# ce-table cet1

ステップ 3   

ティング（PfR）マスターコントローラ（MC）対応ルータごとに
CEテーブルを 1つ設定する必要があります。

• name：CEテーブルの名前。最大で32文字を使用できます。

接続されている CEデバイスの IPアドレスを設定します。 1つの
CEテーブルには最大で 10個の CEアドレスを入力できます。

ce-address ipv4 ip-address pfr-mc

例：
switch(config-ce-table)#
ce-address ipv4 10.2.1.1 pfr-mc

ステップ 4   

• pfr-mc：接続された CEが PfR MC対応であることを指定し
ます。

CEテーブルコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：
switch(config-ce-table)# exit
(config)#

ステップ 5   

CE-Facing PEで実行するパフォーマンスマネージャをイネーブル
にし、PFMコンフィギュレーションモードを開始します。

pfm ce-facing

例：
switch(config)# pfm ce-facing
(config-pfm-pece)#

ステップ 6   

PFMエンティティを開始し、PFMエンティティコンフィギュレー
ションモードを開始します。 1つの PFMでは最大で 10個のエン
ティティを同時に実行できます。

entity number

例：
switch(config-pfm-pece)# entity
1
(config-pfm-pece-entity)#

ステップ 7   

• number：一意のエンティティ IDを生成するために使用する
エンティティ番号。1～ 10の範囲で指定します。 PFMエン
ティティ IDは、名前+ホスト名+エンティティ番号の形式で
記述します。たとえば、pfm-10.74.1.12-1とします。

ローカル CEテーブルとエンティティをバインドします。ce-table name

例：
switch(config-pfm-pece-entity)#
ce-table cet123

ステップ 8   

• name：このエンティティとバインドする CEテーブルの名
前。ここで指定する CEテーブルを事前に設定しておく必要
があります。
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目的コマンドまたはアクション

エンティティが PfR MC対応であるかどうかを指定します。pfr-mc {enable | disable}

例：
switch(config-pfm-pece-entity)#
pfr-mc enable

ステップ 9   

Web Services Management Agent（WSMA）エージェントを設定す
るWSMAコンフィギュレーションモードを開始します。 PFAが

wsma agent

例：
switch(config)# wsma agent

ステップ 10   

MCからパフォーマンスデータを取得できるようにするには、
WSMAの設定が必要です。この CE-Facing PEまたは任意の CE
にMCを配置できます。

PFRとマスターコントローラをホストするCEルータとのWSMA
接続で使用する IPアドレスを設定します。

host ip-address username user
password pass

例：
switch(config-wsma)# host
10.1.0.2 username xyz password
pass

ステップ 11   

設定されたパフォーマンス管理情報を表示します。do show pfm entity-number

例：
switch# show pfm

ステップ 12   

• entity-number：特定のエンティティの情報を表示します。こ
れを指定しない場合は、設定されているすべてのエンティ

ティの情報が表示されます。

CE-Facing PE での PFM の設定：例

この例で設定した CE-Facing PEには、PfR MC非対応の CEが 1つと PfR MC対応の CEが 2つあ
ります。

pfm ce-facing
entity 1
ce-table table1

entity 2
pfr-mc disable
ce-table table2

entity 3
pfr-mc disable
ce-table table10

pfm local-host 10.1.1.2
ce-table table1
ce-address ipv4 10.1.1.1
ce-address ipv4 20.1.12.1
ce-address ipv4 20.1.13.1
ce-address ipv4 20.1.10.2

ce-table table2
ce-address ipv4 50.1.1.1 pfr-mc
ce-address ipv4 50.1.2.1

ce-table table10
ce-address ipv4 60.1.1.1 pfr-mc
ce-address ipv4 60.1.2.1
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ce-address ipv4 60.1.3.1

show pfm：例

次に、show pfmコマンドの出力例を示します。
switch# show pfm

Entity-ID PFM-ID Active-PDP-Address CE-Table
1 PFM-26.0.0.2-1 192.168.1.1 cet123
5 PFM-26.0.0.2-5 10.74.5.32

次の作業

あらゆる DCE-Facing PEを設定します。

Cisco Network Positioning System Cisco ASR 1000 ルータリリース 1.0 コンフィギュレーションガイド
   OL-25794-01-J 9

サービスを選択するためのパフォーマンスメトリックの設定

CE-Facing PE でのパフォーマンスマネージャの設定



   Cisco Network Positioning System Cisco ASR 1000 ルータリリース 1.0 コンフィギュレーションガイド
10 OL-25794-01-J  

サービスを選択するためのパフォーマンスメトリックの設定

CE-Facing PE でのパフォーマンスマネージャの設定


	サービスを選択するためのパフォーマンス メトリックの設定
	パフォーマンス マネージャの前提条件
	パフォーマンス マネージャの制限事項
	パフォーマンス マネージャに関する情報
	eXtensible Messaging and Presence Protocol クライアントの登録
	パフォーマンス マネージャのメッセージ処理

	パフォーマンス マネージャの設定方法
	DC-Facing PE でのパフォーマンス マネージャの設定
	CE-Facing PE でのパフォーマンス マネージャの設定



